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る地域社会の必要性に言及している。また，子どもたちの ICT（Information and 











研究で用いた KWM（Key Words Meeting の Web 版）を説明し，授業の実施方法及び
評価方法について述べている。授業は，東京都心から 70 キロメートル圏の地方都市に
おいて設置した。指導者として地域住民 5 人が，学習者として地域の子どもたち，小 2













































学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文に対し審査員から，教育史の文献調査結果と KWM・ICT の関連，新学習指導
要領が目指す知・徳・体と本研究の関係，本研究の新規性についての一貫した説明，新
型コロナウイルス感染拡大を踏まえた子どもたち自身の ICT 端末の今後について質問
がなされたが，いずれも著者によって回答が得られた。 
また，公聴会においては多数の出席者があり，教育プログラムの作成における退職教
員の関わり，ノンフォーマル教育の題材の選定方法，5 つの授業の選定方法，今後のノ
ンフォーマル教育の内容の決定方法，AI 教員と人間教員との違い，大学等の主催者に
よらないノンフォーマル教育の場の設置事例，KWM を教室外に持出したことにより本
研究で得られた KWM の改善点，江戸時代からの地域社会もっというと隣近所におけ
るノンフォーマル教育が現代まで継続しているのではないかなど，種々の質問がなされ
たが，いずれも著者の説明によって質問者の理解が得られた。 
以上により，論文審査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査
した結果，本論文が，博士（学術）の学位に十分値するものであると判断した。 
